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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2021 年 3 月期第 3 四半期決算説明会  

 

[決算期]  2020 年度 第 3 四半期  

 

[日程]   2021 年 2 月 10 日 

 

[ページ数]  27 

  

[時間]   15:00 – 15:38 

（合計：38 分、登壇：26 分、質疑応答：12 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]    

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  根元 浩幸（以下、根本） 
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登壇 

 

司会：皆様お待たせいたしました。ただ今より、株式会社クレスコ、2021 年 3 月期第 3 四半期決

算説明会を開催いたします。本日は、お忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうございま

す。 

本日は、会社側からのプレゼンテーションの後に、質疑応答のお時間を設けております。ご説明の

後で、お送りいただいた質問に対して会社側よりご回答をいただきます。 

本日の説明会終了時刻は 16 時を予定しております。 

それでは、本日のご説明者をご紹介いたします。代表取締役社長執行役員、根元浩幸でございま

す。 

それでは、早速始めたいと存じます。根元社長、よろしくお願いいたします。 
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根元：クレスコの根元でございます。今日は決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとう

ございます。私から説明としましては、20 分から 25 分程度お話させていただきたいと思います。 

決算のポイントになります。第 3 四半期に入って、景況感は少し持ち直してきたということで、売

上も回復基調にあります。ただ、営業のところは活動制限があって、オンライン[音声不明瞭] 

司会：音声が途切れるトラブルが発生しまして、途中中断をさせていただきました。大変失礼いた

しました。3 ページ目の途中より、ご説明を再開させていただきたいと思います。 

根元社長、それでは改めまして、3 ページ目の途中より、よろしくお願いいたします。 

根元：はい。3Q の数字のところです。表の中身を少し説明します。 

売上が 290 億円で、昨年同期比で言うと若干ではありますけれども、昨年を上回ってきていま

す。営業利益については 23 億 8,000 万円で、昨年に比べるとまだ 10%程度低い状況です。経常利

益は 31 億 2,000 万円で、これもほぼ昨年と同額というところまできております。純利益は先ほど

申しましたとおり、投資有価証券の売却益がありましたので、昨年に比べてプラスになっている状

況になります。 
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続きまして受注高・受注残高についてです。 

こちらにつきましても、お客様ごと業種ごとで濃淡はありますけれども、全体としては昨年並みの

水準に近づいてきているということです。受注高が 100.5%、受注残高が 103.7%になっておりま

す。 

 

セグメント別の売上高ということで、ご説明いたします。 

まず、ソフトウェア開発のところですが、こちらは公共サービス関係がやはり、今年度お客様のビ

ジネス状況の関係でかなり落ちていると。その分を金融および流通・その他、新規の連結も含めて

ですけれどもリカバリーして、トータルでは 1.5%の増収となっております。 

セグメント利益については、6%の減益。第 1 クォーターのコロナでのドタバタおよび[音声不明

瞭]その辺のところで少し落としていると見ていただいて結構です。 
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組込み型ソフトウェアにつきましては、上期の落ち込み分をリカバーできていなくて、5.6%の減

収となっていますが、全体としては回復基調かなと思っております。 

セグメント利益については受注単価の低減等ありまして、17.2%の減益という結果になっておりま

す。 
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今期の見通しです。 

全体としては、お客様の IT 投資の計画は少しずつ出てきたなと感じております。菅政権もデジタ

ル庁を発足するということで、やはり日本全体でデジタルをもっと推進しなきゃならないと、DX

を推進しなきゃならないという機運が、だんだん高まってきたかなと感じています。 

在宅勤務も、もう始めて 10 カ月程度になりますけれども、かなりもう定着してきまして、事業活

動への支障はあまりないかなと思っております。ただ、現状まだ緊急事態宣言 2 回目が発出されて

いる状況ですので、新規の受注活動は、多少影響はあるかなと感じております。 

この下に、ご参考で景気判断の調査が出ていますけれども、一番下に IDC Japan の国内 ICT 市場

の予測と出ています。今年度で言いますと、前年比 6.3%の減となっていますが、2021 年に関しま

しては 2.9%増となっていますので、回復基調にあるというのは、われわれとしても実感として持

っております。 
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コロナの対応ですけれども、昨年もう 2 月 27 日から対応を取ってきています。先ほどから申しま

したとおり、営業等の支障はございますが、普通の事業活動については、コロナ禍でもきっちりオ

ンラインで、テレワークで進めることができてきております。 

コロナ禍ではありますけれども、事業活動をどう進めていったらいいかというのは、だいぶみんな

分かってきて、定着している状況にあります。 

継続していろんな施策を取って、油断しないかたちでやっております。 
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コロナにおける事業リスクですが、マイナス面、プラス面両方あると思いますが、マイナス面で言

いますと、やはりお客様の直接のビジネスでマイナス影響を受けているお客様、われわれのお客

様、何社かありますので、そういうところが一番われわれにとっても脅威になると思っておりま

す。 

これは、いかんともしがたいかなと思っていますが、昨年の第 1 クォーターのように、いきなり急

ブレーキが踏まれる状況は、もうないんじゃないかと感じています。お客様の IT 投資が減ってい

る中でも、うまくマネジメントできるかたちでやっていきたいと思っております。 
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逆にプラス面という意味で言いますと、先ほどから申していますとおり、デジタル変革が国を挙げ

てやらなきゃだめだねという話になってきていますので、いろんな分野で IT 投資は出てくると考

えています。うまくそのチャンスを捉えていきたいと考えております。 
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業績の予想ですが、昨年 5 月に出している業績予想から変更はありません。ほぼそれに近いところ

で着地できるのではないかと見ております。 
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業績予想は、売上 400 億円、営業利益 34 億円、経常利益 36 億円、純利益 24 億 5,000 万円となっ

ています。 
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配当につきましても、変更ありません。中間 18 円、期末 18 円の 36 円ということでやっておりま

す。 

株主還元方針に書いていますけれども、昨年から連結の経常利益をもとに算出していますので、そ

れに基づいて配当する方針であります。 
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それでは、ちょっと中断しましたけれども、対処すべき課題の進捗状況ということで、3Q 終わっ

た時点、現時点での状況について少しお話したいと思います。 

パワポ上は 2Q のときに話した内容を書いていますけれども、アップデートして[音声不明瞭]お話

したいと思います。1 番目、新規ビジネスの組成、新技術の研究・開発です。こういうコロナの状

況、AI に関する研究とかビジネス適用が少しずつ多くなってきていると言えます。まだ大きな金

額とまでは至っていませんが。 

例えば、われわれ眼科エリアで、画像分析で AI 技術を活用することを 5 年ぐらい前からやってい

るんですが、こちらを産業界で故障診断のようなところに展開する話をお客様と進めていまして、

お客様の中期経営計画で、テーマとして取り扱っていただくことになりました。 

AI に関しますと、アノテーションという AI の情報をつくるようなサービスです。AI に入力する情

報をつくるサービス、アノテーションサービスと言っていますけれども、こういうものを今、売り

出しています。結構、お客様の関心は高い状況です。 
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既存のサービスで言いますと、ホームページ上で事例紹介とかセミナー等をやっておるんですが、

結構引き合いは多くなっております。多いものは RPA のサービス、それから UX デザインの引き

合いが増えております。 

それから、新たにアジャイル開発とか、セキュリティーサービスとか、既存に今までやっています

けれども、昨今の PPAP 対応ということで、ファイル共有サービスも今後拡販していこうと動いて

おります。 

2 番目、新規顧客の獲得およびお客様とのリレーションシップの強化です。コロナ禍ではあります

けれども、既存のお客さんとのリレーションはきっちり取っております。最近ですと、やはり来年

度の計画がどうなのかと、どういう計画でお客様、考えておられてるのかを中心に、ヒアリングな

り予算計画なりにも踏み込んで、いろんなお話をさせてもらっております。 

業種にはよりますけれども、全体としては、投資は回復傾向なんじゃないかなと思っております。 

あと、新規のお客さんがホームページを見て入ってくるという話、それから金融機関からの紹介等

が増えていることで、そういうところからもやはり潜在的な IT のニーズはあるなと感じていま

す。 

営業も強化しようということで、営業マンの採用も継続して進めております。 
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鉄板品質という話ですが、今、大規模な品質の問題は出ておりません。品質管理本部という品質を

見ている本部があるんですけれども、プロジェクトの事例紹介等を通じて、品質に関する社員教育

を継続してやっております。 

また、昨年は ISMS の認証取得という活動をやっておりまして、三つの部門で認証を取得しまし

た。これは来年度も継続していく予定です。 

4 番目の生産性の追求についてです。コロナ禍で自宅勤務、在宅勤務が続いていますけれども、現

場、現場、プロジェクトで、夕礼とか朝礼をやるとかいうことで、仕事の状況をうまくフォローし

ながら、若手の社員についても一定の生産性の向上は図れていると見ております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

開発に従事する人材の確保です。 

コロナ禍で、人材の流動性はかなり低い状況になっております。退職率はだいぶ低減していると言

えると思います。また、われわれの仕事を一緒にやっていただいているビジネスパートナーについ

ても、11 月が底でして、それ以降増加に転じていますが、まだ開発人材の確保が困難という状況

にはなっていません。 

来年度に向けて、ビジネスが活況になるだろうということで、ビジネスパートナー様との情報交換

も今やっている最中でございます。 

人材の採用と育成、6 番目ですが、中途採用は継続してやっています。マネージャークラスについ

ても、採用できているということです。2022 年の新卒の採用の活動も今、スタートしておりま

す。採用数は増やす方向で、採用活動はオンライン中心になると思います。 

あと、社内の教育ですが、ここ 2 年ほど AI クラウドを標準スキルとして身につけようということ

で、全社で教育を実施していますが、加えてアジャイル開発の教育を今やり始めています。 
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お客様からも、やはり開発手法としてアジャイルでやりたいという話がかなり出てきていますの

で、そちらも教育をしていくということで動いております。 

 

働き方改革の推進です。 

新年度より、新人事制度を導入することにしました。その内容については、クレスコ版ジョブ型人

事制度ということで、先月、1 月 25 日にリリースしておりますが、スペシャリティの追求、実力

本位の処遇、多様な人材活躍がポイントとなる制度を導入しております。 

健康経営の推進ですが、1 月より保健師の方を社員として雇用することになりました。社員数の増

加に伴って、社員からの健康相談のケースも増えていますし、そういうのに対応するということ。

あとは、在宅勤務等で健康管理をテーマにした映像を作ったりブログを作ったりして、情報発信し

てもらうことをやっております。 

今年度は在宅勤務が定着したせいなのか、有給消化の取得率がちょっと低いということで、これも

期末に向けて、取得を推奨していくと考えております。 
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あと、働き方改革のところでも、ちょっとリリースでも述べていますが、来年度より健康増進手当

を社員に支給する予定になっております。 

 

ダイバーシティへの取り組みです。 

これも新人事制度の中でのポイントの一つですが、定年の延長、フルフレックスタイム、介護休業

の延長、ボランティア休暇の新設、パートナーシップ制度の導入等、新しい制度を 4 月より導入し

ます。 

10 番目の M&A・アライアンスの推進です。新規の M&A、検討数はそれなりにあるんですが、進

捗はなかなかしていない状況です。既存のグループ会社との情報共有が、やはり今後大事だろうと

考えておりまして、クロスセルの情報ですとか、技術情報を今後さらに情報交換していくことを進

めていく予定になっております。 
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コーポレート・ガバナンスの推進についてです。 

弊社、今、社外取締役の方が 4 名いらっしゃいますが、かなり取締役会での意見交換が活発化して

きており、意見交換がかなりできる環境になってきていると言えます。 

最後になりますが、事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。これは、非常に重要なこ

とだと思います。 

やはり投資が伸びているお客様おりますし、あと、伸びている技術分野が IT でもあるんです。や

はり、そういうところに柔軟にリソースをシフトすることが非常に重要で、コロナの影響で調子の

いいお客さんばかりじゃありませんので、調子のいい、伸びるだろうところにシフトすると。技術

もお客様もシフトすることは、来年度も含めてやっていきたいと思っております。 

最後になりますけれども、来年度より IR での事業ポートフォリオについては、新しい分類で開示

していく予定にしております。今の分類がもう 15 年ぐらい多分使っている分類になりますので、

新しい分類で情報を発信していきます。 

それから、来年度より、クレスコグループの新しいビジョンと中期経営計画がスタートします。 
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この辺も併せて、5 月の本決算発表のときには説明させていただきたいと考えております。 

 

私の説明は以上になりますが、最後にちょっとご参考の資料で、先週決算発表のときに併せて 2 点

リリースをしております。 

1 点目は、第三者割当の新株予約権の取得および消却ということで、株価が低迷しているのもあり

まして、去年 1 月 30 日からやっているんですけれども、新株予約権の残っている分全部を取得し

て消却することを決議しました。 
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もう 1 点は自己株式の消却ということで、弊社、今 2,400 万株の発行株式のうち、おおよそ 300

万株の自己株式を持っております。そのうちの 100 万株、割合にすると 4.17%、これも 2 月 24 日

で消却ということで。消却することによって株主様に対する還元という意味合いも含めて、こうい

うことをやることにいたしました。 

追加で、開示内容をご説明しました。 

私の話は以上になります。 

司会：根元社長、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：途中、音声と映像が乱れてご迷惑をおかけしまして、大変失礼いたしました。お詫び申し上

げます。 

それでは、これより質疑応答のお時間といたします。 

まず、事前にいただいているご質問がございますので、そちらから読み上げさせていただきます。 

コロナ後の需要についての詳細を教えてください。伸びている分野、減退している分野、全体とし

てはどうでしょうかというご質問をいただいております。よろしくお願いいたします。 

根元：コロナ後の需要ということですが、全体で言いますと、先ほどの説明でも申しましたとお

り、伸びると思っております。そういうような、来年度は事業計画を作ることで今、計画しており

ます。 

コロナがどこまで影響するのかというのは今、緊急事態宣言中ですし、この後の状況にもよります

けれども、それが夏ぐらいからはかなり、がんと回復するのか、秋ぐらいになっちゃうのか、この

辺はちょっと分からないですけれども、全体としては需要は回復すると読んでおります。 

伸びている分野ですけれども、業種で言いますと、私どものお客様で言いますと生命保険、それか

ら人材の会社と、そういうところが伸びております。伸びている、もしくは来年度伸ばそう[音声

不明瞭]もいただいております。 

技術分野で言いますと、クラウド、AI、データ分析、あとは UX とかユーザーエクスペリエンスと

言いますけれども、そういうところ。あとは、自動車なんかの CASE って言われていますけれど、

コネクティビティとかオートマティックですとか、シェアードとかエレクトリックとか、そういう

ものに関連する技術分野です。こういうところは、非常に需要は旺盛です。 

それから、逆に減退している分野ということで、これはお客様で言いますと、やっぱり旅行業界は

非常に厳しい状況がまだ続いていると。ただ、コロナが収まったときには、リバウンドもしくはそ

れのための投資、新しい投資をしようという、お客様のそういう声も出てきていますので、ゼロに

なることはないと思っております。 

あと空輸です。それから、自動車の古い開発、昔ながらの開発というところは、やはりちょっと減

ってきております。具体的にはわれわれ得意としているのは、インフォテインメントと言われる表
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示系ですとか、ナビではないんですけれども、そういうオーディオ関係ですとか、そういうところ

なんです。 

こういうところは、少しやはりマイナスかなと。減退かなという感じはしております。でも、自動

車は先ほど申しましたとおり、新しい分野の開発は非常に旺盛なところはあるという感じです。以

上です。 

司会：ありがとうございました。次のご質問です。 

第 3 クォーター末の受注残高が増えていますが、中身をもう少し教えてほしい。営業活動が改善し

たのでしょうか。好調な業種があるのでしょうか。案件の内容はどのようなものが多いのか、カラ

ーなど分かりましたら教えてください。 

また、足元では来期に向けての受注活動中かと思いますが、来期に向けての感触はいかがでしょう

かというご質問をいただいております。よろしくお願いします。 

根元：先ほどの回答と少しかぶるところがあるんですけれども、第 3 クォーターから受注が伸びて

いる、第 3、第 4 クォーター、あと来年度に向けて伸びているというお客様は、生保さん、それか

ら物流です。その辺のところは伸びています。 

あとは、業界というんじゃないですけれども、技術エリアで言うとクラウドのところ。あとは、ネ

ットワーク分野は伸びております。 

来期に向けてですけれども。先ほどと同じような答えになるんですけれども、お客様としては投資

はしたいと、しなきゃならないと思っているお客様が多いんですけれど。本当にやるかどうかとい

うのは、やはりまだコロナの収束状況ですとか、景気の状況、その辺にも多分よるんじゃないかな

と見ております。 

ですから油断はしておりませんが、全体としてはプラス方向に、今年度よりはいいと。先ほど申し

ましたけれど、IDC の調査データにあるようなかたちで、今年度よりは盛り上がるだろうと見てお

ります。 

司会：ありがとうございました。次のご質問です。 

ソフトウェア開発セグメントで、新規連結のエニシアスの収益貢献はどれくらいあったのかを教え

てくださいというご質問です。お願いいたします。 

根元：エニシアスについては入って 1 年目ということで、第 3 クォーターまでですと多分、売上で

7 億、8 億円、利益でも 3,000 万円とか、そのぐらいのまだ小さな数字ではありますが、やってい
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るエリアがクラウドを中心としたエリアをやっていまして、結構引き合いはたくさんあるようで

す。そういう意味では、非常にいい会社がグループに入ったなと思っております。以上です。 

司会：ありがとうございます。次のご質問です。 

ソフトウェア開発セグメントで不採算案件が発生していますが、利益面でどのくらいの影響が出て

いるでしょうかというご質問です。お願いいたします。 

根元：利益面でのマイナスという意味では、グループ全部合わせても、今年度で言うと 1 億円以下

だと思います。3,000 万円とか 5,000 万円とかというのが、二つ、三つプロジェクトとしてはある

という捉え方ですので。例年に比べると小さければ小さいほどいいんですけれど、なかなかこれだ

けの規模でいろいろ仕事をやっていると、想定どおりいかないというのはやはりありますので、例

年に比べるとだいぶ少ないんじゃないかなと感じています。以上です。 

司会：ありがとうございます。次のご質問です。 

組込み型ソフトウェアの開発では情報家電等・その他の収益が弱いですが、受注動向はどうでしょ

うかというご質問です。お願いいたします。 

根元：組込みですけれど。情報家電については比較的まだ堅調ではあるんですけれど、その他と言

っているところで、重電です。家電ではなくて重電のシステムをやっているところがありまして、

そちらのほうがやはり少し例年に比べるとよくないという感じです。 

特に重電って言うと、例えば鉄道ですとか電力会社とか、そういうところの対応なんですけれど、

メーカーさんのところでやっているんです。なかなかこういう環境ですので、お客様のお客様も、

なかなか投資は厳しい状況になっていると聞いております。 

家電のところ、例えばテレビですとかいうところは、そんなに大きくマイナスしているとは見てい

ません。以上です。 

司会：ありがとうございました。他にご質問はいかがでしょうか。 

それでは、ご質問も一巡したようですので、これをもちまして、質疑応答のお時間を終了といたし

ます。 

最後に、根元社長からご挨拶がございます。お願いいたします。 

根元：本日はお忙しい中、弊社の決算説明会にご参加いただき、最後まで聴取いただき、本当にあ

りがとうございました。 
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今年 1 年は、4 月からいきなりコロナで明けてということで、特に第 1 クォーターは非常にわれわ

れもお客様も、混乱した状況で過ごした感じでありました。ただ、2 クォーターぐらいから、だい

ぶこういうコロナ禍でどう仕事をしていったらいいのか、どう営業していったらいいのかと、テレ

ワーク等も含めてだいぶ慣れてきまして、今はだいぶ平常に戻ってきていると。 

世の中まだ緊急事態宣言で、厳しい業界、会社さんもたくさんあると思いますけれども、われわれ

は非常にそういう意味では恵まれているのかなと感じています。 

コロナが収束して日本全体がまた元気になる、世界全体が元気になる日が早く来るようにと願っ

て、われわれもしっかり仕事をしていきたいなと思っております。 

今日は、本当にどうもありがとうございました。 

司会：根元社長ありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、本日の決算説明会を終了といたします。最後までご視聴いただきま

して、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

  



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

26 
 

免責事項 

本資料で提供されるコンテンツの信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性等について、

当社は一切の瑕疵担保責任及び保証責任を負いません。さらに、利用者が当社から直接又は間接に

本サービスに関する情報を得た場合であっても、当社は利用者に対し本規約において規定されてい

る内容を超えて如何なる保証も行うものではありません。 

 

本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いかな

る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい

る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促

進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的

としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて会員自身の責任で行って

いただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者自身が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による本規約に基づく利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して

会員が被った損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負

わないものとします。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害の

みならず、逸失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生

的若しくは付随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付

与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 

 


